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論    文

各歯ブラシの使用状況とイメージおよび継続使用によるプラーク除去率の変化

小田明穂
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近年,電動歯ブラシや音波歯ブラシなどが患者の目に触れる機会は多 くなったものの,電動歯ブラシ等の

普及率は30%と 言われており,臨床の現場でも,手用歯ブラシや歯間部清掃用具を用いた日腔清掃指導が多

く,電動歯ブラシ等を実際に使用できる機会は少ない.

そこで,本研究では,対象者56名 に,各歯ブラシの使用状況等について無記名質問紙法にて調査した.ま た,

対象者の中から無作為に抽出した各 5名 (電動歯ブラシ群,音波歯ブラシ群)に対し,各歯ブラシを18日 間

使用してもらい,継続使用によるその歯ブランのイメージの変化,習熟度によるプラーク除去率の変化を調

査した.各歯ブラシのPCR値 の使用前後の平均値の統計解析には,t検定 (マ イクロソフト社製Exce12013)

を用いた。

各歯ブラシのプラーク除去率の変化は,使用前後のPCR値の平均の間に有意な差 (p<005)が認められた.

このことから,継続使用により,ブラッシングテクニックが向上し,効率良く清掃できるようになることが

期待できる.ま た,今後の各歯ブラシの継続使用の意志は,両群とも,使用したい,どちらかといえば使用

したいと回答した.各歯ブラシともに, きれいに磨けることを実感し,継続使用の意志につながったと考え

られる.

以上より,効率的にブラッシングするには,日甘'I清掃用具の選択は重要であり,手用歯ブラシだけでなく,

電動歯ブラシ等も選択肢のひとつとして選択できる環境を整えることや,その清掃用具を継続使用すること

を考慮した歯科保健指導を行っていく必要がある.

キーワー ド:電動歯ブラシ,音波歯ブラシ

KeyヽA′OrdS:Electric Toothbrush,Sonic Toothbrush

I.緒 言

近年,我が国は少子・高齢社会となり,その対策

と介護・福祉の問題に重点がおかれている。そのよ

うな流れのなかで,人々の健康に対する意識は大き

く変化し,単に病気でなければよいというのではな

く,健康でありたい,も っと健康の増進をはかりた

いという積極的な要求が高まってきており,保健・

医療・福祉の分野でもQOLの 向上があたりまえの時

代となってきている
1).そ

れに関連し,歯科医療に

おいても治療から予防重視へと変化してきた.

平成28年 度歯科疾患実態調査によると,毎 日2回

以上歯を磨 く者の割合は増加 している傾向にある

が,4mm以 上の歯周ポケットを持つ者の割合が ,

高齢になるにつれ増加している。また,歯肉出血を

有する者の割合は,15歳以上の年齢階級で30%を 超
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え,30歳以上55歳 未満で40%を 超えた
2).こ

のこと

から,歯を磨く回数は増加しているのにも関わらず ,

歯周病の罹患率が高まっていることは,患者自身で

効果的なブラッシングを行えていないことが伺える.

効果的なブラッシングを行うためには,自 身に合っ

た歯ブラシの選択やブラッシング方法が重要であり,

誤った歯ブラシの使用やブラッシング方法により,

歯肉退縮や歯肉に擦過傷ができてしまうこともある.

市販の歯ブラシにはさまざまな種類があり,専門的

に機能性や清掃性を重視したものやデザイン重視の

ものなど多種多様な歯ブラシが販売されているが,

その中から,患者自身が自身に合った歯ブラシを選

択することは困難といえる.一般には手用歯ブラシ

を選択する者が多いが,手用歯ブラシはブラッシン

グテクニックに個人差があり,自 身では隅々まで磨

けていると思っていてもいつ も同じような所にプ

ラークが付着 していることもある.そのため,歯ブ

ラシを購入する際には,個人のブラッシングテクニッ

クや日腔内の状況を踏まえ,選択する必要がある.

最近では,電動歯ブラシや音波歯ブラシなども患者

の目に触れる機会が多くなったものの,電動歯ブラシ

の普及率は30%と 言われており
3),臨

床の現場でも実

際に使用している患者は少ないのが現状である.電動

歯ブラシは,振動や反転などの運動を利用し,プラー

クを除去する.プラーク除去効果も高く,ブラッシング

時間の短縮も可能である。また,音波歯ブラシは,音

波の振動で効率よくプラークを除去でき,さ らに,歯

周病原細菌の繊毛を破壊し,細菌の構造にダメージを

与えるといわれている・ .このように,手用歯ブラシと

比較すると効率的にプラーク除去ができる各歯ブラシ

だが,臨床の現場では,手用歯ブラシや歯間部清掃用

具を用いた回腔清掃指導が多く,電動歯ブラシや音波

歯ブラシを実際に使用できる機会が少ない。そこで今

回は,各歯ブラシの使用状況や認知度などのアンケー

トを行った後,対象者の中から無作為に抽出した者に

対し,電動歯ブラシ・音波歯ブラシを一定期間使用し

てもらい,継続使用によるその歯ブラシのイメージの

変化,習熟度によるプラーク除去率の変化を調査した。

Ⅱ.対象および方法

1.調査対象

アンケー トの対象者は,M短期大学歯科衛生士学

科 1年 に在籍する女子学生56名 (18.8± 2.5歳 )で ,

その中から,電動歯ブラシ (ブ ラウンオーラルBプ ロ

フェッショナルケア2000・ D205142N,替 えブラシ

(ベ ーシックブラシ))を 継続使用する群 (以 下,電

動歯ブラシ群)5名 ,音波歯ブラシ(Sonicare・Flexcare

HX6930,替 えブラシ (ダ イヤモ ンドクリー ン・ミニ

タイプ))を 継続使用する群 (以下,音波歯ブラシ群 )

5名 を無作為に抽出した.

2.調査期間

アンケー トは平成29年 7月 11日 に実施した.ま た,

電動歯ブラシ,音波歯ブラシの継続使用は,平成29

年 7月 11日 ～ 7月 28日 の18日 間である.なお,継続

使用を開始する平成29年 7月 11日 を「使用前」,使
用最終 日の 7月 28日 を「使用後」とした.

3.調査方法

1)口腔内の清掃状況 と各歯ブラシに関するアン

ケー ト

無記名質問紙法 (選択形式および一部,自 由回答

式)を用いて調査 し,回収率は100%で あった。ア

ンケー トの内容は次のとおりである.

(1)使用前アンケー ト

対象者56名に対し.自 身の 1日 のブラッシング回数 ,

1回のブラッシング時間,歯間部清掃用具の使用の有

無,歯間部清掃用具の使用頻度,手用歯ブラシおよ

び歯間部清掃用具のプラーク除去率の認識度,各歯

ブラシの認知度・使用歴・イメージについて調査した。

(2)使用後アンケー ト

18日 間継続使用 した各 5名に対し,各歯ブラシの

使用状況,各歯ブラシ使用による習熟度および習熟

したと実感した期間,今後の各歯ブラシの継続使用

の意志,継続使用しての感想.各歯ブラシに対する

イメージの変化について調査した。

2)PCR値
18日 間継続使用した各 5名に対し,各歯ブラシの

使用を開始する平成29年 7月 11日 (使用前)お よび使

用最終 日の 7月 28日 (使 用後 )に 染め出し液 (2

TONE°)を用い,PCR値を算出し,その平均を比較した.

4.分析方法

各歯ブラシのPCR値の使用前と使用後の平均値の

統 計解析 には,t検 定 (マ イ クロ ソフ ト社 製

Exce12013)を 用いて分析 した。なお,有意水準は5%
(p<0.05)と した。

5.倫理的な配慮

本研究にあたり,明倫短期大学歯科衛生士学科教
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(3)歯間部清掃用具の使用の有無

「歯間部清掃用具の使用の有無」は図 3の とおり,

「使用 していない」が多 く64%(36名 ),「 使用して

いる」が36%(20名 )で あった。「使用 している」

と回答 した者が使用 している歯間部清掃用具は,「 デ

ンタルフロス」が最も多 く13名 ,次 に,「歯間ブラシ」

が 2名 ,「 デンタルフロスとタフトブラシ」が 2名 ,

「ウル トラフロス」が 1名 ,「 タフトブラシ」が 1名 ,

「無回答」が 1名であった。

図3 歯間部清掃用具の使用の有無 (n=56)

(4)歯 間部清掃用具の使用頻度

「歯間部清掃用具の使用頻度」は図 4の とおり,「 ほ

ぼ毎 日」が45%(9名 ), 次 に「週 2～ 3回 」が

30%(6名 ),「週 4～ 5回」が15%(3名 ),「週 1回」

が10%(2名 )であった.

図4 歯間部清掃用具の使用頻度 (n=20)

(5)手用歯ブラシのプラーク除去率の認識度

「手用歯ブラシのプラーク除去率は 6割」と言わ

れている
5)が

, アンケー トでは「 6割」と回答した

者が38%(21名 ),「 5割」が25%(14名 ),「 4割 」

が21%(12名 ),「 3害」」が12%(7名 ),「 7害」」が

4%(2名 )であった.

員により審査し,了承を得て実施した.ま た,被験

者には,研究の趣旨を説明し,研究への協力は自由

意志であり,途中で研究を拒否することも可能であ

ること,それに生 じる不利益は生 じないことを伝え

た.ま た,研究で得られたデータは匿名性を確保し,

データを研究目的以外には使用しないことを保証す

る旨の説明を行い,書面による同意を得た。

Ⅲ.結 果

1.使用前アンケー ト

(1)1日 のブラッシング回数

「 1日 のブラッシング回数」は図 1の とおり,「 3

回」が最も多 く82%(46名 ),次 に「 4回」が11%(6
名),「 2回」が 7%(4名 )であった.

1回

図 1 1日 のブラッシング回 (n=56)

(2)1回 のブラッシング時間

「 1回 のブラッシング時間」は図 2の とお り,「 3

～ 4分」が最 も多 く39%(22名 ),次に「 5～ 7分」

が34%(19名 ),「 8分以上」が14%(8名 ),「 1～

2分」が13%(7名 )であった .

図2 1回のブラッシング時間 (n=56)
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(6)歯 間部清掃用具のプラーク除去率の認識度

「歯間部清掃用具のプラーク除去率は9割」と言われ

ている
5,が

,ア ンケートでは「8割」と回答した者が

61%(34名 ),「 9害 1」 が16%(9名 ),「 7害 1」 が12%(7名 ),

「5割」が7%(4名 ),「 6割」が4%(2名 )であった.

(7)各 歯ブラシの認知度

「各歯ブラシの認知度」は図 5の とおり,「両方と

も知っている」が最 も多 く89.2%(50名 ),「電動歯

ブラシのみ知っている」,「 どちらも知らない」が各

54%(各 3名 )であった.

電動歯ブラシの

知っている

5.4%

どちらも知 らない

5.4%

図 5 各歯ブラシの認知度 (n=56)

(8)各歯ブラシの使用歴

「電動歯ブラシの使用歴」は図6の とおり,「使用

したことはない」が最も多く66%(37名 ),次に「以

前使用していた」が30%(17名 ),「現在使用してい

る」が4%(2名 )であった.ま た,「以前使用し

ていた」と回答した者の使用時期は,「 10年前」が

4名 ,「 2年前」が 3名 ,「 1年前」が 2名 ,「 4年前」

と「15年前」が各1名 ,「無回答」が 6名 であった。

現在使用 している

以

「音波歯ブラシの使用歴」は図7の とおり,「使用

したことはない」が最も多く95%(53名 ),次 に「現

在使用している」が3%(2名 ),「以前使用してい

た」が2%(1名 )であった.ま た,「以前使用し

ていた」と回答した者の使用時期は,「 2～ 3年前」

であった.

現在使用してい していた

図 7 音波歯フラシの使用歴 (n=56)

(9)各歯ブラシに対するイメージ

「電動歯ブラシに対するイメージ」については,

図 8の とおりである。最も多 く回答されたイメージ

は,「 きれいに磨ける」であった.プ ラスイメージ

が多い中,「細かい所まで磨けない」などのマイナ

スイメージの回答もあった.
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図8 電動歯ブラシに対するイメージ<複数回答>
(n=56)

「音波歯ブラシに対するイメージ」については,

図9の とおりである.最 も多く回答されたイメージ

は,「細かい所まで磨ける」であった.全体的に,

プラスイメージの回答が多かった。

図 6 電動歯ブラシの使用歴 (n=56)



図 9 音波歯ブラシに対するイメージ<複数回答>
(n=56)

2.使用後アンケー ト

(1)各 歯ブラシの使用状況

「各歯ブラシの使用状況」は図10の とお り,電動

歯ブラシ群では,「使用 している」が 5名 ,音波歯

ブラシ群では,「使用 している」が 4名 ,「一度使用

をやめたがまた使用している」が 1名 で,その理由

は,「抜歯 したため」であり,音波歯ブラシを使用

しての不快感などではなかった.

図10 各歯ブラシの使用状況

(2)各歯ブラシ使用 による習熟度お よび習熟 した と

実感 した期間

「各歯ブラシ使用による習熟度」は図11の とおり,

電動歯ブラシ群では,「慣れた」が2名 ,「少し慣れ

た」が 3名 であった.ま た,「習熟したと実感した

期間」は,「 1週間」が4名 ,「 2週間」が1名 であっ

た.音波歯ブラシ群では,「慣れた」が 3名 ,「 まだ

慣れていない」が 2名 であった.ま た,「 慣れた」

と回答した者 3名 の「習熟したと実感した期間」は
,

「1週間」が 2名 ,「 2週間」が 1名 であった.

慣れた

少 し慣れた

まだ慣れていない

O

口電動歯ブラン群

(n=5)

嚢音波歯ブラシ群

(n‐5)

(人 )

f(用 したい

どち′
"|,と

いぇ|'使 常したい

|」 町1_た くない

口電動出ブラン辞 ・・音波青ブラン1+

い=5)    (n-5)

(人 )
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(3)今後の各歯ブラシの継続使用の意志

「今後の各歯ブラシの継続使用の意志」は図12の

とおり,電動歯ブラシ群では,「使用したい」が2名
,

「どちらかといえば使用したい」が3名であった。音

波歯ブラシ群では,「使用したい」が,4名 ,「 どち

らかといえば使用したい」が1名 であった。その理

由は,各歯ブラシとも手用歯ブラシと比較して使用

後の爽快感やブラッシング時間の短縮などであった.

図12 今後の各歯ブラシの継続使用の意志

(4)各 歯ブラシを継続使用しての感想

各歯ブラシについての良かった点と悪かった点に

ついて自由回答式でアンケートを行った結果,電動

歯ブラシ群の良かった点では,「疲労感がなく楽に

磨けた」「汚れがしっかり落ちた」「いつもよりきれ

いに磨けた」などの回答があった。また,音波歯ブ

ラシ群では,「楽にしっかりと磨けた」「歯がきれい

になった」などの回答があった.それに対し,悪かっ

た点は,電動歯ブラシ群では,「 ブラシが大かった

ため,使い慣れるまで回の奥にいれることに抵抗が

あった」「振動で歯が少し痛かった」「音が気になる」

「つかいにくい」などの回答があった.ま た,音波

歯ブラシ群では,「水滴が飛び散る」「振動が強くて

慣れないと磨けていない感じがする」「音がうるさ

い」「磨いているとき,日 を開けていられないため

磨きにくい」「あまリスッキリしない」などの回答

があった.

(5)各 歯ブラシに対するイメージの変化

「各歯ブラシに対するイメージの変化」は図13の

とおり,電動歯ブラシ群では,「 変わらなかった」

が 4名 ,「 変わった」が 1名 であった。変わったと

回答した者 1名 は,「細かい所まで磨けた」との回

答であった.音波歯ブラシ群では,「変わらなかった」

が 3名 ,「変わった」が 2名 であった。変わったと

回答した者 2名 は,「慣れれば磨きやすい」,「歯が

きれいになった」との回答であった。

小田明穂 ほか :各歯ブラシの使用状況とイメージおよび継続使用によるプラーク除去率の変化

部かい所まで磨ける

振動する

値段高い
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歯内・歯に良い

本当に磨けているか不安

簡単

難 しい

その他 tあ まり唐けない まが うるさい )
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使用 している

一度使用をやめたがまた使用 している

使用 していな ,ヽ

口電動歯ブラン群

(n=5)

=音波歯ブラシ群

(n=5)

(人 )

図11 各歯ブラシ使用による習熟度
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変わ いなかった

変わった

国電動歯ブラシ群 国音波歯ブラン群

(n=5)   (n=5)
(人 )

図13 各歯ブラシに対するイメージの変化

3.各歯ブラシのプラーク除去率の変化

「各歯ブラシのプラーク除去率の変化」を使用前

と使用後における各歯ブラシ群のPCR値の平均で比

較した。図14の とおり,電動歯ブラシ群の使用前の

PCR値は,41.7%だ ったが,使用後では,20.4%ま で

低下した.ま た,音波歯ブラシ群の使用前のPCR値

は,4■6%だったが,使用後では,125%ま で低下し

た.各歯ブラシの使用前と使用後のPCR値の平均の

間には有意な差 (p<005)が 認められた.
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図14 各歯ブラシのPCR値の変化

Ⅳ.考 察

1.同腔清掃の状況

「1日 のブラッシング回数」は,図 1の とおり,「 3

回」が最も多 く82%(46名 )で あった。平成28年 度

歯科疾患実態調査によると毎日歯を3回以上磨 く者

は,273%で あ り
2),そ

れに比較すると,非常に高

い値であった.入学問もない時期での調査であり,

歯科的知識が少ない被験者だが,歯科衛生十を目指

す学生であり,モチベーションが高いことから, 1

日3回 のブラッシングが定着しつつあると伺える.

「 1回のブラッシング時間」は,図 2の とおり,「 8

分以上」と回答 した者もいれば,「 1～ 2分」 と同

答した者もおり,個人差が大きかった.効率的にブ

ラッシングしているかを判断するには,1回のブラッ

シング時間を重要視することよりも,ブ ラッシング

方法に注目し,指導する必要があると考えられる.

「歯間部清掃用具の使用の有無」は,図 3の とおり,

「使用していない」が64%(36名 )であった.ま た,

「使用している」と回答した者36%(20名 )に対 し,

その使用頻度を調査したところ (図 4),「 ほぼ毎日」

と回答 した者が45%(9名 )であったが,週 に数回

と回答した者が55%(11名 )も いた.一般の調査で

も,手用歯ブラシは使用しているが,歯問部清掃用

具は使用 していない者が多ぃ61.特
に歯間部隣接

面や孤立出 最後自歯の遠心部などは,手用歯ブラ

シのみで完全にプラークを除去することはきわめて

困難であるとされてお り,手用歯ブラシとの併用で
,

プラーク除去効果も高まると言われている
7,.し

か

し,被験者においては,そ の使用が定着 しておらず ,

歯問部清掃用具を使用していない者はもちろん, ま

ずは,歯間部清掃用具の必要性を正しく認識させる

ことが重要であると思われる.

2.手用歯ブラシおよび歯間部清掃用具のプラーク

除去率の認識度

「手用歯ブラシのプラーク除去率は 6割」 と言わ

れている
5)が,正 しく回答できた者は38%(21名 )

であった.ま た,「 歯間部清掃用具のプラーク除去

率は 9割」と言われている
°
が,正 しく回答できた

者は16%(9名 )であった.こ れらの結果は,予想

よりも低い値であり、清掃用具の効果の認識が薄い

と思われる。そのため.こ のような集団に指導する

際には, 自分自身に合った歯間部清掃用具の選択や

使用頻度,方法など,歯科衛生士として正しい知識

と技術を提供する必要があると考えられる.

3.各歯ブラシの認知度とそのイメージ

「各歯ブラシの認知度」は,図 5の とお り,「両方

とも知っている」と回答した者が最も多 く89.2%(50

名)であり,入学後.歯科保健指導に関する講義が

行われていたことも関係していると考えられる。ま

た,「 各歯ブラシの使用歴」は,図 6,図 7の とおり,

いずれも「使用 したことはない」と回答した者が多

く,電動歯ブラシでは66%(37名 ).音波歯ブラシ

では 95%(53名 )であ り,実際に使用 している者

が少ないことがわかった.「各歯ブラシに対するイ

メージ」については,図 8,図 9の とおり,プ ラス

イメージが多 くあげられた.こ れらの結果から,電

動歯ブラシ・音波歯ブラシともに認知度が高 く,プ
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ラスイメージがあるにも関わらず,実際に使用 して

いる者が非常に少ないことは,値段が高いことや持

ち運びがしにくいこと,手用歯ブラシのみでプラー

クを除去できると捉えていることなどが考えられ

る。また,各歯ブラシのテレビコマーシャルや広告

などを日常生活の中でよく目にするようになったも

のの,実際に使用する機会が少ないことも関係 して

いると思われる.

4.継続使用後の現状

「各歯ブラシの使用状況」は,図 10の とお り,電
動歯ブラシ群,音波歯ブラシ群ともに,18日 間継続

使用 している者が多かった.ま た,「 各歯ブラシ使

用による習熟度」は,図 11の とお り,電動歯ブラシ

群では,「慣れた」が 2名 ,「少し慣れた」が 3名 で

あり,18日 間の継続使用により,使用方法を習熟で

きたと思われる.それに対し,音波歯ブラシ群では
,

「まだ慣れていない」と回答 した者が 2名お り,効

率良く使いこなせるようになるには個人差もあるが

多少時間がかかることがわかった.そ の理由として,

電動歯ブラシに比べ,振動数が大きく,操作 しにく

いこと,日腔内の唾液などが大量の泡となってしま

うことなどが関係していると考えられる.

「今後の各歯ブラシの継続使用の意志」は,図 12

のとお り,両群とも,「使用したい」「どちらかとい

えば使用したい」と回答した.ま た,各歯ブラシに

ついてのアンケー トでは,良かった点として,いず

れの歯ブラシもしっかりきれいに磨けることを実感

したことから,モチベーションが向上し,継続使用

の意志につながったと考えられる.それに対し,悪
かった点として,いずれの歯ブラシも音や振動によ

る不快感などがあげられ,それに慣れ,使いこなす

までには時間がかかったことが伺える。今回行った

調査期間は18日 間であったが,それよりも長 く継続

使用することによって, 国腔内で正 しい操作ができ

るようになり,効率良く磨けるようになる可能性が

あると思われる.

「各歯ブラシに対するイメージの変化」は,図 13

のとお り,両群ともに「変わらなかった」と回答し

た者が多 く,使い始める以前から好印象であったこ

とや,本学入学後,歯科保健指導の講義において
,

その機能を学習していたことも関係 していると考え

られる。また,少数意見ではあるが,変わったと回

答した者は,実際に使用する前のイメージではマイ

ナスイメージが強かったが,実際に使用 したことに

より,そ のイメージが大きく変わったと考えられる.

このように,1回の使用ではその効果を実感できな

いこともあるため,継続使用することは重要である

と考える.

5.各歯ブラシのプラーク除去率の変化

「各歯ブラシのPCR値の変化」は,図 14の とおり,

電動歯ブラシ群の使用前のPCR値は,41.7%だ った

が,使用後では,204%ま で低下 した.ま た,音波

歯ブラシ群の使用前のPCR値 は,41.6%だ ったが ,

使用後では,12.5%ま で低下した.両群とも使用前は,

ほぼ同等のプラーク付着量であったが,使用後は電

動歯ブラシ群の方が高かった。これは,電動歯ブラ

シだけでは歯間部の清掃が不十分であり
4),PCR値

にもそれが影響したのではないかと考えられる.そ

れに対し,音波歯ブラシ群の方はそれよりも低かっ

た.こ れは,継続使用により理想的なプラークコン

トロールができていることが伺える.音波歯ブラシ

は,振動により唾液などが大量の泡となって,歯肉

や歯を損傷することが少なくブラッシングできると

言われてお り
4),その効果が歯間部においても発揮

されたため,電動歯ブラシよりも低いPCR値が出た

と考えられる。また,各歯ブラシの使用前と使用後

のPCR値の平均の間には有意な差 (p<0.05)が 認め

られたことから,継続使用の効果が明らかとなった.

継続使用することにより, ブラッシングテクニック

が向上し,効率良くブラッシングできるようになる

ことが期待できる.

以上 より,効率的なブラッシングを行 うために

は,日腔清掃用具の選択は重要である.個人の生活

習慣や疾患に応 じて,手用歯ブラシだけでなく,電

動歯ブラシや音波歯ブラシも選択肢のひとつとして

選択できる環境を整えることが必要であると考え

る.ま た,その清掃用具に慣れることも重要である

ため,継続使用を考慮 した歯科保健指導を行ってい

く必要がある.さ らに,日腔内のすべてのプラーク

を除去できる清掃用具はないことから,歯間部清掃

用具の併用は必須と言えるだろう.

、r  ,士   =2ゝ
V.  T口   日冊:

M短期大学の歯科衛生士学科 1年に在籍する女子

生徒56名 を対象に,各歯ブラシの使用状況とイメー

ジおよび継続使用によるプラーク除去率の変化につ

いて調査した結果,以下の結論を得た.

1.歯間部清掃用具の使用状況は,使用している者
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が36%,使用していない者が64%と 多かった.

2.手用歯ブラシのプラーク除去率を正しく認識し

ている者は38%,歯 間部清掃用具のプラーク除

去率を正しく認識している者は16%と 低かった。

3.各歯ブラシの使用経験の有無は,電動歯ブラシ

を使用 したことがない者が66%,音波歯ブラシ

を使用 したことがない者が95%と 多かった.

4.各歯ブラシに対するイメージは,電動歯ブラシ・

音波歯ブラシともに,使用前からプラスイメー

ジをもっており,継続使用後もそのイメージは

変わらなかった.

5.電動歯ブラシ・音波歯ブラシともに,継続使用

により使用前と使用後のPCR値の平均値には有

意な差 (p<005)が あり,PCR値が低下した.
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